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　　　　 事務局（教職員）　　９　名
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学校関係者評価

実施日（令和６年２月４日）

番
号

評価項目 具体的方策 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１

①教員の目線合わせ

②教員研修の機会の
充実

①進路指導部を中心に、進学校と
して、どういう偏差値の大学を意
識して授業展開していくかを統一
する。
①教科を中心に杉戸高校ではどう
いう力を伸ばしていくかを議論
し、３年間を見通して、各時期に
つけさせる力を可視化する。
②教員相互に授業見学する機会を
設け、授業改善を行う。
②予備校の主催する教員研修や、
教育センターの開催する希望研修
を活用して、教員個人の能力の伸
長を図る。

進路指導部を中心とした組織的な動
きについては、対教員、対生徒とも
に必要である。ただ、進路指導部だ
けに責任を押し付けるのではなく、
教科や学年から進路指導部に向け
て、学校としてこんなふうにやって
いったらいいのではないか、という
ことをボトムアップで提案してもら
える環境を、次年度に向けて作って
いきたい。
また、授業改善についても、教員研
修のための補助額を上限一人一万円
から全額負担にするなど、先生方が
利用しやすくすることや、組織的
に、また、システム的に授業見学が
しやすくなる試みを、分掌として構
築していきたい。

学校外の評価については、倍率という形
で評価が下されていると考えられる。現
状２月４日現在では、１．５倍近くの倍
率が出ており、学校での取り組みが良
かったからこそのものであると考えられ
る。達成度はＢとあるが、Ａでもいいの
ではないかと考える。
教員研修の充実については、予算がない
という話だが、まずは他の先生の授業を
見て学ぶということでもいいのではない
かと考える。

２

①学びの意識化と心
の教育の充実

②学校行事の充実

①入学当初の「スタートアップ・
プログラム」により、１年生全員
に新しい学びについて意識化をさ
せる。
①多様な価値観を認め、健全な心
を育む、在り方生き方教育を推進
する。
②文化祭の制限を緩和し、より生
徒の希望に沿った形で実施するこ
とにより、生徒の主体性を育む。
②外部講師を使って進路について
考える機会を作り、生徒の学習に
対するモチベーションを向上させ
る。

学びの意識化と心の教育の充実につ
いては時宜を見て適切に指導できて
いると言える。一方、新しく教育現
場に必要と言われ始めている成人年
齢の引き下げに伴う選挙、納税、金
融などのリテラシーを身につけさせ
ることも必要となっている。次年度
に向けては、教務や学年と相談しな
がら３年間を通して、計画的に盛り
込んでいけるようにしたい。
学校行事についてはコロナ禍前の水
準に戻していけていると感じてい
る。次年度についてはＤＸハイス
クールにもつながるところとして、
ＩＣＴを生徒が活用できること、調
べるだけでなくそれを形にすること
も念頭に進めていく。

私立高校が授業料無償化となれば、今後
私立高校に生徒が流れて行ってしまうだ
ろう。学習の充実として、学ぶことの楽
しさを感じられる工夫を続けていってほ
しい。
生徒会活動についても、他校との連携、
行事の活性化等、学校全体として楽しく
取り組もうとしている様子が感じられ
る。生徒目線での発信、生徒の考えの尊
重を含め、教員と生徒相互にコミュニ
ケーションをとりながら、改善に努めて
ほしい。

３

①生徒自らの行為を
客観視させる指導

②地域連携の強化

①登下校時の交通マナーを向上さ
せるとともに、自らの行動を客観
視させ、生徒個人の自律を促す。
①地域、保護者からの助言、指摘
から情報を得て、生徒の実態に即
した個に応じた指導を行う。
②杉戸町役場や近隣の中学校と連
携し、「総合的な探究の時間」で
地域が抱える諸課題について具体
的に理解を深める。
②小高交流事業を推進し、校内の
部活動と近隣小学校との交流を計
画的かつ積極的に推進する。

生徒自らの行為の客観視について
は、自律した生徒が育っていってい
ることを感じている。今後も、学
校、地域、保護者の関係を良好にし
つつ、生徒が自ら律していけるよ
う、学校が組織的に指導できる環境
を作りたい。
地域連携の強化については、「総合
的な探究の時間」で杉戸町の政策提
言を行うなど、生徒たちが主体的に
意見をする場面が見られた。次年度
については、これをさらに拡充さ
せ、政策提言で終わらせるだけでな
く、政策の一端を杉戸町と協力して
具体化できるようなことも含めて進
めていけるようにしたい。

学校生活アンケートの保護者意見で整容
点検で頭髪のミリ単位のことを指摘する
よりも、家庭に任せて自律を促す方がい
いのではないかと考える。
学校からの情報発信は保護者、地域、Ｏ
Ｂ・ＯＧとしても大変うれしく感じてい
る。
苦情は学期が進行するごとに減るとのこ
とだったが確かに年度当初と比べると
減っていると感じている。４月から引き
続き生徒指導には力を入れてほしい。

　

※　学校関係者評価実施日とは、最終
　一人ひとりの能力を確実に伸ばし、夢の実現を支援する学校

年度目標

方策の評価指標

学校自己評価

本校のように地元からくる生
徒も多い学校では、地元に愛
され、良好な関係を保つこと
が重要である。幸いにして、
地元地域からは生徒のマ
ナー、行動について一定の信
頼と評価を得ているものの、
しばしば地元住民から意見を
いただくこともある。生徒の
モラル、マナーを向上させ、
地元地域に還元できるよう取
組を行う必要がある。

変化の兆し（４割以上）

評価項目の達成状況

不十分（４割未満）２　総合的な知の習得を行う

達
成
度

①登下校時の生徒のマナーについての
苦情が減ったか。
①保護者アンケートやいじめアンケー
トなどから問題を未然に防ぐことがで
きたか。
②杉戸町役場や近隣中学校との連携や
交流はなされたか。
②小高交流事業は実施され、地域との
連携や親睦を充実させることはできた
か。

Ａ

①月に一度ほどの頻度で地域の方
からの苦情が入るが、学期が進む
ごとに減っていっており、自律の
精神が身についていっている。
①保護者アンケートでは昨年度よ
り問題点の指摘は減っており、地
域、保護者と良好な関係が築けて
いる。
②杉戸町役場との連携は良好で、
ワークショップの参加等、生徒が
自発的に地域に参画しようとし
た。
②昨年度同様、陸上競技部、バス
ケ部、サッカー部、空手道部が地
域の小学生と交流した。また、今
年度は歯磨き指導も行なった。

新型コロナウィルスの猛威が
なりを潜め日常が戻ってきた
今、これまで規制をかけてい
た、対面での活動や学校行事
を元に戻していく必要があ
る。人とのかかわりを重視
し、体験する機会や異なる立
場からの人から学ぶ機会を充
実させることで、座学だけで
なく生きていく上で必要とな
る総合的な知の習得を図って
いく。

①進路指導部で各教科、各学年におろ
す統一した見解を打ち出すことができ
たか。
①各教科で、学年ごとにどういった力
をつけさせるかがわかる指導計画が作
成できたか。
②教員相互で授業見学をして自己研鑽
を積むことができたか。
②教員一人一人が個別に研修する機会
が増えたか。

令和３年度に入試の倍率が定
員割れを起こして以来、広報
活動に力を入れている。その
結果、令和６年度入試は１．
２倍となり、入学時の学力は
上がっている。一方で杉戸高
校は生徒をどこまで引き上げ
ていくかという学校全体とし
ての意識が共有され切ってい
るとは言えない。教員個人の
頑張りでなく組織としての取
組を強化していくことが不可
欠である。

Ｂ

①「スタートアップ・プログラム」実
施直後の、生徒アンケートによる満足
度は高かったか。
①在り方生き方教育は、本校の生徒の
実情に応じたカリキュラムと教材のも
と、計画的に実施されたか。
②生徒が文化祭に対するアンケートで
満足度が上がったか、またその理由と
して、主体的に活動できたことを挙げ
たか。
②講演会後のアンケートで意識の向上
が見られたか。

令和６年度　学校自己評価システムシート（県立杉戸高等学校）

現状と課題

目指す学校像

重点目標

１　進取の気概を持ち、社会に貢献できる人材を育成する

３　地域との交流を深めた教育活動を行う

　回の学校評価懇話会を開催し、学校自己

　評価を踏まえて評価を受けた日とする。

年度評価（令和６年１月１１日現在）

Ａ

ほぼ達成（８割以上）

概ね達成（６割以上）

①進路指導部として各教科、各学
年におろすことはできなかった
が、職員研修会として各教科で話
し合う機会を持った。
①各教科ごとにシラバスと達成目
標を組み合わせた方針を作成し
た。
②先生方に声がけをし、5回ほど機
会を設けることはできたが研修の
充実にはほど遠い。
②希望研修は把握できているだけ
で3件であった。

①リーダーシップ育成講演会の満
足度は97.1％であり、生徒のマイ
ンドを変えることができた。
①学期の終わりごとの生徒指導主
任からの講話や、人権教育担当主
催の刑事裁判の実際などを行い、
健全な心の育成に取り組んだ。
②文化祭については生徒の満足度
が上がった。特に、これまで規制
されていたお化け屋敷や食品販売
が活発になり、生徒の主体性を育
むことができた。
②２学年の進路行事で、大学や専
門学校の方に説明をしてもらう行
事を行った。生徒は自分の進路を
はっきりさせ、勉強に対するモチ
ベーションも上がった。

達成度


